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一

「
ア
ガ
ペ
投
産
所
」

誕

生

の
ル
ー

ツ

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
長
　
希

未

満
息

身
体
障
が
い
者
授
産
施
設
「
ア
ガ
ペ
授
産
所
」

（現
／
障
が
い
者
総
合
福
祉
施
設
ア
ガ
ペ
セ
ン

タ
ー
）
は
、　
一
九
六
四
年
四
月
に
座
間
市
小
松

原
の
地
に
誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
、
無
事
に

「創
立
五
〇
周
年
」
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
方
の
御
支
援

・
御
協
力
に
お
礼
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
の
母
体
で
あ
る

「日
本
キ

リ
ス
ト
教
奉
仕
団
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

北
米

・
カ
ナ
ダ
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
な
ど
か
ら

贈
ら
れ
た
救
援
物
資
Ｈ
「ラ
ラ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
（
※
）

の
配
分
を
行

っ
た
世
界
教
会
奉
仕
団
が
、
法
人

活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
救
援
物
資
の
配
分
に
加
え
て
、
社
会

的
に
立
場
の
弱
い
人
た
ち
の
た
め
の
社
会
福
祉
事

業
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
五
八
年
に
社
会
福
祉
法
人
と
な
っ
た
時
点
で

障
が
い
者
福
祉
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
障
が
い
者
分
野
で
就
労
支
援
の
先
駆
的
な
開

拓
を
し
た

「ア
ガ
ペ
授
産
所
」
は

一
九
六
四
年
の

開
所
時
か
ら
二
〇

一
四
年
三
月
ま
で
に
三
二
四
名

の
就
職
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

開
所
時
代
と
は
福
祉
環
境
も
移
り
変
わ
り
ま

し
た
が
、
ア
ガ
ペ
＝
「神
」
が

「愛
」
で
あ
る

素
晴
ら
し
さ
を
告
げ
知
ら
せ
、
引
き
続
き
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
障
が

い
児

・
者
が

「自
立
と
尊
厳
」
を
持

っ
て
生
活

す
る
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（※
）
〓
〔の
ｏ
洛
α
＞
ｃ
の
コ
〔
一似
す
【
刃
●
一一命
ヽ
ゴ
＞
りご

「ア
ジ
ア
救
援
公
認
団
体
」
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●

●

●

●
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●‐≡

擁
籟
雛
邸
配
飾
ぴ
囲
錫
弱
勤
鍬
グ
３
平
も

と
囲

ぃ
づ
み

ｏ
・！・‐０
一

●●

歌
舞
伎
は
日
本
（

“
中
国
・
上
海
に
あ
る
慧
霊
智
障
人
士
服
務
機
構
　
反
映

さ

れ

て

“

（ホ
イ
リ
ン
と
い
う
知
的
障
が
い
者
の
Ｎ
Ｇ
０

大
変
興
味
深
か

”
菊

輛

翠

約
ゆ
膨
ゆ
融

龍

改

曙

す
。
例
え
ば
中
一

善
と
悪
が
は
っ
車

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
て
、
誰
ふ

”
◇
中
国
で
の
お
仕
事
は
？

“
　
上
海
ホ
イ
リ
ン
＼」
ギ
ー
ド
″
絶
ド
ｒ
　
ｌ
Ｈ
　
悪
役
に
な
り
ま
キ

”
　

二
〇
〇
八
年
度
の
半
民
半
官
経
営
を
経

ヤ̈， 本卯印脚狩抑却脚翠般めた業の時葬↓

”
確職鞍使範鋭豹駒晩牧焔輸際嚇衛卒
お

“
ご
心
配
を
抱
え
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
推
察

卵̈”漁釣Ｗ咋柿却鞠↑帥舶報巾印庫＋娩卸琉Ｆ一〃堺かい隊懐設鋤期が琉雑
“

』

保
護
者
が
安
心
し
て
将
来
に
向
か
い
、
歩

”

，　
　
，　
　
）
　
　
…．
●●

●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

●
●
●

●
●
０

●
●
●
●

０
●
●

●

●
●

●
０
●
●

●
●
●
●

●
●

●
●

●
●
●
●

●
●

０
●
●
●

“
で
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
き
魂
噂
岬
ｙ
粕
姿
「
尊
災
へ
め
　
“
悪！役
は
最
後
に
は
必
ず
轟
軽
瑠
鰹
認
周
熙
ン
圏
彊
”

“
し
て
働
い
て
い
ま
さ
嘔
ぷ
ゴ
掛
軍
脇
一
駆
祖
ダ
い
　
倒
さ
れ
ま
す
が
、
歌
舞
伎
で
は
そ
の点
が
曖
昧
で、
”

¨
城

卵
鼎

路

騒

磁

愛

嵐

ン

播

轟

眠

華

稲

縄

¨

”
―
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
広
報
、
人
事
な
ど
、
全
　
全
く
】導
つ
の
で
、
非
常
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
中

”

“
て
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
で
一
番
有
名
な
神
社
、
靖
国
神
社
に
行
け
た
の
も

”●

“
◇
今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
理
由
は
？
　
　
　
　
よ
か
つ
た
で
■

”
　

視
野
を
広
げ
て
、
よ
り
多
く
の
知
識
を
得
る
た
　

◇
日
本
で

一
番
美
味
し
か
っ
た
食
べ
物
は
？
　

”

”
め
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
の
文
化
　
　
お
寿
司
１

お
寿
司
は
中
国
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す

“

“
や
社
会
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
が
ヽ
日
本
の
方
が
断
然
新
鮮
で
美
味
し
い
で
す
。　

　
”

”
◇
研
修
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
　
　
　
〈と
すん
だ
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
ま
す
か
？
“

”
　
ア
ガ
ペ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
男
性
が
多
く
、か
っ
こ
　
　
日
本
の
相
談
支
援
事
業
に
感
動
し
た
の
で
、
中
国
”

“
い
い
！
そ
し
て
、
な
ぜ
か
ど
こ
の
施
設
に
も
ベ
ー
　
で
も
広
め
た
い
で
す
。
ま
た
、
季
節
感
の
あ
る
ア
”

“
カ
リ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
施
設
で
は
と
て
も
　
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
は
利
用
者
の
方
に
一李
節
や
伝
統
を
思

”

”
珍
し
い
こ
と
で
す
。
設
備
投
資
一も
一向
く
、
レ
シ
ピ
を
　
い
出
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
と
て
も
重
要
だ
と
思
う

“

“
考
え
る
の
も
大
変
で
、
何
よ
り
衛
生
管
理
の
概
念
が
　
の
で
、
中
国
で
も
取
り
入
れ
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
●

“
行
き
届
い
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
士霊
念
鞘
の
　
◇
日
本
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は
？
　
　
　
　
　
　
“

”影
庁架
婚
穀
譲
錬
雑
。暁
乾
初
め
て
見
る
資
本
主
義
国
家
だ
っ
た
の
で
、
全
て

“

に
驚
き
ま
し
た
。
中
国
で
は
都
市
と
地
方
の
格
差
が

“

”
ス
イ
カ
割
り
、
う
ど
ん
作
り
、
か
き
氷
（
卓
球
な
ど
、　
　
‥
　
ヽ
‐
ヽ
‐
ヽ

「
百！
躍
抱
矛
評
が後
予
鶴
激
ｏ
は
落
換
部
〔麗
中鎗
冨
鰺
ン
断
私

●
　
一
Ｅ
し
て
モ
貸
違
Ｚ
こ
と
力
渉
し
３
モ
ム
て
ｔ
法
　
　
日
本
は
郊
外
に
客

”
色
々
な
衣
装
を
着
ら
れ
た
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

て
も
綺
麗
で
、
ち

“
◇
外
出
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
　
　
　
　
さ
ん
の
障
が
い
シ

”
　
教
会
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
歌
舞
伎
で
す
。
教
会
で
は
　
設
が
あ
っ
て
ビ

”
平
和
で
穏
や
か
な
気
分
に
な
れ
ま
し
た
。
　
ク
リ
し
ま
し
た
ｏ

・●

・
・

・
。
・
・

・
・
●
●

●
●

０
●

●
●

●
０
●
●

０
●
０
●

●
●
●
●

●
●
●

●
０

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

●
． ●●十 11'''|ト

●
．
．

●

．
．

。
．

●

．
●

●
●

０
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
‐●

●
●

●
●

●
●
●
●

・
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み
れ
雅
舞
曳
麟
証
警
海
罫
一と
妨

”

「第
ニ
ニ
ロ
も
く
せ

い
園
ま

つ
り
を
終
え
て
」

員
と
利
用
者
さ
ん
で
ぺ
　
翻
群
　
　
」過
調
鹿
鶴

距

●

　

≡
々
多

、
モ

二

百
，
、
、

ィ

引

、

Ｉ
せ

…
“
】

―

。．
夕
舛

】
″
】

Ｌ
　

　

Ｉ
ン
　

クラ

ー
を

ン　
　

コ
Ｈ
ギ

【
　
　
鱗
麗
一　
　
　
∬
座
田
題

燎
璃
陛

　

●

”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
経
生
　
ソ
化
始
ュ

押
「抑
セ
比
騨
ン

，鞠
胡
懸
鯨

Ｈ

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

フ

糸

た
】

アヽ

ノ

ヽ
声

う

こ

う

こ

ど

―

鐘

題

猛

途

夏

密

露

混

●

ゲ

ッ
ト
す
る
た
め
に
ビ

●
　

　

ヽ

‐
…

‐
…
…

　

・
‐

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

ァ
タ
、
‐

モ
え
ア

と
い

た

　

越
脇
習
騒
犠
将
騨
Ｂ

●

●
　

ア
ガ
ペ
広
報
を
ご
覧
の
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
　

ン
ゴ
を
目
指
し
ま
す
。
　
ｒ‐中戴
堅
鱈
揮
卜
蝦
鰹
　

‐・‐

”　
は
。
座
間
市
立
も
く
せ
い
園
で
す
。
今
号
よ
り
、　
ビ
ン
ゴ
ナ
ン
バ
ー
、の

「
逮
観
閣
題
既
還
誓
、　

”

犠
一

心
配
さ
れ
た
お
天
気
も
、
さ
わ
や
か
な
秋
　
　
が
と
う
の
木
」
の
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

晴
れ
と
な
り
、
当
日
は
大
勢
の
来
場
者
で
溢
　
　
当
日
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
方
も
自
由
に

傲
乾
鞠
摯
的
随
晩
詢
峡
砲
究
ギ
味
併
訂
潮

的
弱

日
ご
ろ
の
感
謝
を

　

屯
伝
え
あ
う
機
会
に
　
　
　
ク
に
会
場
は
大

盛

り
上
が

り
と

な

っ
た

一
日
で
し

た
。こ

う
し
て
五
〇

周
年

の
節
目
の
年

の

ア

ガ

ペ

祭

は

無
事
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

”
　
さ
ん
も
、
ご
自
宅
か
ら
持
ち
寄
っ
た

■
■
可
４
■
田
踏
Ｌ
■

ん
は
景
品
を
も
ら
う
べ
く
本
部

へ
、
距

●

　

■

ヤ

☆

…

■

■

■

声

Ｈ

噌

一‐
に

】

７

■
■

ロ

ロ

■

口

Ｌ

■

■

／

佐

壕

占

Ｚ

く

，

ｊ

ジ

く

ｚ

者

√
　

●

●‐　
貴
重
な
雑
貨
に
値
札
を
つ
け
バ
ザ
ー

■
■
Ｆ
ド
Ｌ
覇
弘
■
■

ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な
表
情
を
覗
か
せ
　
引

●

　

ｆ々
■
ニ
　
ン
、
　

らＤ
軍
、
＞

二

室

ｒ
Ｆ
と
ド

，
」
々
≡

　ヽ
日
■
■
■
昭
ａ
嘔
ヨ
■
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
■
■
■
　

・
　

ヽ

・Ｅ

．
旬

，
３
　

１
　
“　
．ク
′
　

‘
〓
‐

ヽ
″
ヽ

　

・

“
　
を
催
し
、
お
祭
り
に
華
を
添
え
て
く

】■
■
覆
ぷ
■
程
早
Ｈ
■

て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞

さ
て
例
年
実
施
の
賑
や
か
な
お
祭
　
“

り
で
す
が
、
当
日
の
内
容
も
さ
る
事
　
ｏ

な
が
ら
、
毎
年
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
自

“

”
ガル知蒔紗鋤鋳井設作経距マギを二分　援を行ヨ紛紫禅“
△出秘確抑
「囲麹醐親劇顛
”

“
　
す
る
名
物
「大
ビ
ン
ゴ
大
〈否
。
今
年
は
な
ん
と
、　
災
後
復
興
支
援
の
継
続
と
地
域
と
の
更
な
る
連
　
“

■
衰
滸
拶
捉
鯉
死鍋
鍵
警
腋
著
離
堪
瑯薙
薯
極評
蛎脚纏
“

“
　
　
一
買
額
目
四
閣
／

催
し
ま
し
た
。
毎
年
、
一　

へ
寄
付
致
し
ま
し
た
。

ヽ
　

コ
，

≡
…
―
，
い
　
“

”　
す
製
劇
即
辞
挿
覇
梗
尚
筋
駿
髄
守灘
路
鋒
鰊
蚤

”

で
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
展
示
作
品
と
し
て
、

．
事
前
に
職
員
や
利
用
者
さ
ん
に

「あ
り
が
と

”
う
カ
ー
ド
」
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
食
堂
に

設
置
し
た
ボ
ー
ド
に
貼
り
、
大
き
な

「あ
り

轡
技
ｑ
▼

！
　

●
．
．
．
．
。

．
．
．
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
ユ

”
斑初朝娩囃駒紫弛蜘物活動の様子を連載　版をっ陸
っ玉乾贈卿胸棚

“
　

初
寄
稿
の
今
号
は
、
五
月

一
七
日

（土
）
に
　
Ａ
さ
ん
も

「リ
ー
チ
」

”
鯛
駆
隷
蓼
齢
誰
範
試

初轟
願
醜
鮎
率
隷
纂
ぽ
”

”

毎
年
五
月
の
第
三
週
土
曜
日
に
実
施
し
、
多
く
　
ア

ブ
ル
リ
ー
チ
、
ト
リ
プ
ル
リ
ー
チ
挙
旬
の
果

“

”
胸訪隊航酪劇範軸いＭ肺腋腋ピび潔薩陀　脈廠悔効碇碇眺り納け駐肺靴巌計旋馳停
”

”
　
の
福
祉
作
業
所
や
保
育
園
に
模
擬
店
の
出
店
を
　
ま
せ
ん
。
よ
う
や
く

「ビ
ン
ゴ
ー
」
最
初
の
当

” ●● ●●●

”
敵
翻
ガ
謎
端
欄
碑
鯨
築
吻
　
　
　
　
　
理
ツ者ガ
屯
禁
花
強
無
鑓

”

”

屋
の
厚
焼
き
卵
も
陳
列
さ
れ
、
お
昼

数
名
の
利
用
者
さ
ん
が
当
選
！

「○
　
“

”
粥靴輪↑隙驚誰碑評穀宰嚇犯雑

”
駆
会っ政毅
蔽
確

響

”

も
踊
り
だ
す
利
用
者
さ
ん
が
？

ま
た

純
誘
豊
駆
濯
稲
験
灘
”

”
　
　
　
　
　
　
　
．
も
も
ち
ろ
ん
全
員
参
加
。
職

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

０

●

０

●

０

●

０

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●
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“
今
号
は

「ア
ガ
ベ
を
支
え
る
人
々
」
を
体
載
し
、
　

司
会
／
総
務
課
で
は
、
利
□

¨
守巾本的”晦蜘韓抑侠性炉鮭時軸拘酬暇静
　
門取かの時い憾い理嘩っ

た
。
言
は
神
と
共
　
”
　
ス
ト
レ
ー
ト
に
楽
し
い
と
は
言
え
ま
せ
“

神
で
あ
っ
た
。」　
　
　
”
ん
。
嫌
だ
と
か
で
は
な
く
、
仕
事
量
が
増
”

集韓神一僅嘘峰ギ『　”ウ教小ω殻的”妹中サ舛聴い翔呻”̈

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
●

０
●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

●

献
金
の
お
願
い

日
本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団
で
は
、
目
標
額

六
Ｏ
①
万
円
の
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。
献
金
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

福
祉
従
事
者
を
招
く
研
修
費

用
と
し

て
、

ま
た
、
ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
の
ベ
ッ
ド
購
入
等

施
設
整
備

の
費
用
と
し
て
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
写
真
は
関
係
者
承
諾
の
上
、
使
用
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人 日本キリス鞠 士団

障汎 嗜総笥醜腕設 アガベセンター

・障がい福祉サービス事業所
アガベ第1作業所・第2作業所   郵振

・障力ヽ 者ヽ支援施設
アガベ壱番館

・障力ヽ 福ヽ祉サービス事業所
生活介護事業
相談支援事業(総合相談室)

アガベサポートセンター
・障力ヽ 福ヽ祉サービス事業所

座間市立もくせい国
(〒252-0014座 問市栗原中央6‐7‐27)

・児童発達支援事業
座間市サニーキッズ

(〒252-0021座 間市緑ヶ丘121
総合福祉七ンター(サニープレイス)内 )

・障力ヽ 者ヽタレープホーム
ケアホームスマイル

(〒252-0∞ 1座問市相模が丘2も224)

スマイルI
(〒252-0001座 間市相模が丘2322)
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